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【評価コメント】 
 

スタートコドン喪失変異に関する改良モデルで精度の改良を示した。プロモーター変異に関す

る新しい仮説として、オリゴジェニックを中心にモノジェニックとポリジェニックにも重要な知見

をもたらしうる有望な結果が得られており、計画通りに研究が進んでいる。一方で、当初の計画の

中心であったオリゴジェニックモデルに関する探求が非常に見えにくく、研究成果の実情に応じて

軌道修正を的確に図るべきである。オリゴジェニックモデルとして確立を目指すなら、対象解析数

が必要と思われる。 
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